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謝
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彰
で
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名
、
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別
表
彰

で
は
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部
1

団
体
と
5
名
の

個
人
に
対
し
、

内
田
青
藏
会
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か
ら
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と

記
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と
に
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石
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理
事
長
、
戸
田
学
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ら
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場

　
続
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、
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学
校
法
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神
奈
川

大
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長
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龍
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本
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法
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川
大
学
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事
お
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り

道み
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学
校
法
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神
奈
川
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学
常
務
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事
、
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び
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ゅ
う

幸
夫
事
務
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長
・
理
事
が
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場
さ
れ
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後
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石
渡
理

事
長
、
戸
田
学
長
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ら
、
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ぞ
れ
近
況
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告
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め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
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最
後
に
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会
が
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2
0
2
6
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度
表
彰

者
芳
名
」
を
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し
た
後
、
本
部
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労
表
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案
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原
案
通
り
承
認

　
議
事
は
、
久
米
信
行
専
務
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事
（
昭
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経
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0
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（
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前
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を
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。
質

疑
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答
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ど
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経
て
、
第
1
号
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案
は
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案
通
り
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認
さ
れ
た
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決
算
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連
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て
、
社
員
内
藤
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氏
（
昭
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機
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並
び
に
社
員
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敏
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（
昭
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電
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ら
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決
算
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対
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見
、

社
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泉
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髙
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昭
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英
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は
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①
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地
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か
ら
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さ
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る
本

今
年
度
の
定
時
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員
総
会
は
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月
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土
）
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か
ら
、
横
浜
キ
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ン
パ
ス
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号
館
セ
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ス
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催
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。
そ
の
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ま
す
。（
専
務
理
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佐
藤
武
）

２
０
２
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度
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総
会
報
告
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員
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会
報
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本
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1
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8

　 

議
決
権
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使
32

　 

委
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状
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席
33

　
本
定
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総
会
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0
2
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和
6
）

年
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に
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し
て
の
開
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で
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、

本
部
名
誉
役
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5
名
、
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以
外
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聴
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望
者
4
名
も
出
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さ
れ
た
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社
員
総
数
2
0
0
の
う
ち
、
本
人
出
席

1
1
8
、
議
決
権
行
使
32
、
委
任
状
出
席

33
（
受
任
者
は
議
長
に
28
、
会
長
に
4
、

社
員
個
人
に
1
）の
計
1
8
3
名
の
出
席
。

総
会
は
、萩
原
く
み
こ
専
務
理
事（
昭
59
法
、

令
3
法
博
前
）
の
司
会
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
校
歌
斉
唱
で
幕
を
開
け
た
。

　
は
じ
め
に
、
内
田
青
藏
会
長（
昭
50
建
・

52
建
修
）
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
定
款

第
16
条
に
基
づ
き
、
総
会
議
長
に
本
会
社

員
の
萩は

ぎ
や谷
恵
里
子
氏
（
昭
56
法
・
宮
陵
会

理
事
）
を
満
場
一
致
で
選
任
。
司
会
者
か

ら
定
款
第
18
条
に
定
め
る
社
員
総
数
の
過

半
数
を
満
た
し
総
会
は
成
立
し
た
旨
の
報

告
が
あ
り
、
議
長
が
議
事
録
署
名
人
に
社

員
の
坂
本
郁い

く
お夫
氏
（
昭
52
工
経
）
と
水
野

千
夏
氏
（
平
23
経
）
の
2
人
を
指
名
、
審

議
に
入
っ
た
。

定時社員総会の様子

石渡卓理事長挨拶

内田青藏会長挨拶

萩谷恵里子議長

戸田龍介学長挨拶

本多香里菜さん謝辞
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2025年度事業報告
■	2025・2026年度の役員（理事・監事）を選任するための選挙を実施し、

理事 20名、監事 3名が選任された。6月 14日に開催された理事会にお
いて、会長、副会長（3名）、専務理事（3名）が選定された。

■	新規の地域組織として「行政書士宮陵会」「管弦楽団 Alumni」が設立さ
れた一方、「清輝会」が解散した。

■	地域組織のブロック会は８ブロック、総会（地域、職域、同期・同好）
は81組織において開催された。

■	神奈川大学教育振興基金への寄付として 200万円、課外活動団体への活
動援助金として 300万円を法人へ寄付した。

■	給付奨学金として学部生 2名及び大学院生８名に対し、総額 350万円を
給付した。

■神奈川大学ホームカミングデー当日、宮陵会館を利用したイベントを
開催。会計人宮陵会、社労士宮陵会、法曹宮陵会、行政書士宮陵会の
協力を得て「何でも無料相談会」を実施するとともに、卒業生同士あ
るいは卒業生と在学生が交流する場として「お休み処」を開設した。

2026 年度事業計画
■ 2027・2028年度の代議員を選出する選挙の実施。
■	「特別予算制度（組織活性化のための活動やイベントに対する助成事業）」
の試行的導入と 2027年度以降の運用に向けた検討。

■	関東ブロック会（構成地域組織は千葉県、茨城県、栃木県、群馬、群
馬東毛、埼玉県）の立ち上げ。

■	宮陵会設立 90周年に向けた準備。
■	神奈川大学への寄付執行及び給付奨学金の給付執行（学部生及び大学院生）。

詳細は宮陵会ホームページでご確認いただけます。

貸借対照表
2026年 3月 31日現在� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ 資 産 の 部
１.流動資産

現 金 367,539 313,262 54,277
普 通 預 金 61,453,926 56,509,937 4,943,989
振 替 貯 金 354,146 338,696 15,450
定 期 預 金 212,000,000 212,000,000 0
前 払 金 16,000 16,000 0
流 動 資 産 合 計 274,191,611 269,177,895 5,013,716

２.固定資産
(1) 基本財産

定 期 預 金 3,000,000 3,000,000 0
基 本 財 産 合 計 3,000,000 3,000,000 0

(2) 特定資産
奨学基金積立資産 110,000 110,000 0
神奈川大学創立 100 周年積立資産 100,000,000 91,000,000 9,000,000
宮陵会設立 90周年積立金 8,000,000 6,000,000 2,000,000
退職給付引当預金 4,657,601 4,280,845 376,756
特 定 資 産 合 計 112,767,601 101,390,845 11,376,756

(3) その他固定資産
ソ フ ト ウ エ ア 2,057,000 77,000 1,980,000
その他固定資産合計 2,057,000 77,000 1,980,000
固 定 資 産 合 計 117,824,601 104,467,845 13,356,756
資 産 合 計 392,016,212 373,645,740 18,370,472

Ⅱ 負 債 の 部
１.流動負債

未 払 金 700,339 726,956 △ 26,617
前 受 会 費 21,000 21,000 0
預 り 金 199,206 210,263 △ 11,057
流 動 負 債 合 計 920,545 958,219 △ 37,674

２.固定負債
退職給付引当金 4,657,601 4,280,845 376,756
固 定 負 債 合 計 4,657,601 4,280,845 376,756
負 債 合 計 5,578,146 5,239,064 339,082

Ⅲ正味財産の部
１.指定正味財産

指定正味財産合計
( うち基本財産への充当額 )
( うち特定資産への充当額 )

２.一般正味財産 386,438,066 368,406,676 18,031,390
( うち基本財産への充当額 ) (3,000,000) (3,000,000) (0)
( うち特定資産への充当額 ) (108,110,000) (97,110,000) (11,000,000)
正 味 財 産 合 計 386,438,066 368,406,676 18,031,390
負債及び正味財産合計 392,016,212 373,645,740 18,370,472

正味財産増減計算書
2025年 4月 1日から 2026年 3月 31日まで� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
① 財　産　運　用　益 213,055 7,520 205,535

基本財産受取利息 (3,176) (51) (3,125)
特定資産受取利息 (209,879) (7,469) (202,410)

② 受 　 取 　 会 　 費 128,034,000 122,572,000 5,462,000
正 会 員 会 費 (7,124,000) (6,877,000) (247,000)
準 会 員 会 費 (120,910,000) (115,695,000) (5,215,000)

③ 雑 　 　 収 　 　 益 966,362 817,806 148,556
受 取 利 息 (525,612) (129,806) (395,806)
雑 収 益 (440,750) (688,000) ( △ 247,250)
経 常 収 益 計 129,213,417 123,397,326 5,816,091

(2) 経 常 費 用
① 事 　 　 業 　 　 費

給 料 手 当 9,559,983 8,717,311 842,672
退職給付引当金繰入額 188,378 292,824 △ 104,446
福 利 厚 生 費 1,303,438 1,145,151 158,287
会 議 費 209,830 287,217 △ 77,387
旅 費 交 通 費 3,849,651 3,821,405 28,246
通 信 運 搬 費 29,641,272 31,026,311 △ 1,385,039
消 耗 品 費 1,064,430 1,230,318 △ 165,888
印 刷 製 本 費 9,014,824 9,387,781 △ 372,957
慶 弔 交 際 費 1,900,000 1,871,000 29,000
賃 借 料 372,900 372,900 0
諸 謝 金 641,398 901,398 △ 260,000
渉 外 費 448,000 0 448,000
支 払 負 担 金 3,000,000 6,300,000 △ 3,300,000
支 払 助 成 金 11,410,138 11,746,123 △ 335,985
支 払 寄 付 金 5,247,500 5,447,500 △ 200,000
給 付 奨 学 金 3,500,000 3,697,250 △ 197,250
委 託 費 544,335 1,034,674 △ 490,339
支 払 手 数 料 7,100 0 7,100
雑 費 20,150 10,025 10,125
事 業 費 計 81,923,327 87,289,188 △ 5,365,861

② 管 理 費
給 料 手 当 9,559,983 8,717,310 842,673
派 遣 事 務 費 3,372,304 0 3,372,304
臨 時 雇 用 賃 金 147,930 3,175,487 △ 3,027,557
退職給付引当金繰入額 188,378 292,825 △ 104,447
福 利 厚 生 費 1,303,439 1,145,151 158,288
会 議 費 1,424,824 1,134,376 290,448
旅 費 交 通 費 4,521,323 3,865,043 656,280
通 信 運 搬 費 796,201 714,684 81,517
減 価 償 却 費 550,000 44,000 506,000
消耗什器備品費 0 0 0
消 耗 品 費 907,548 568,908 338,640
印 刷 製 本 費 491,901 492,448 △ 547
慶 弔 交 際 費 774,860 975,850 △ 200,990
賃 借 料 372,900 372,900 0
保 険 料 409,640 409,640 0
諸 謝 金 10,000 0 10,000
委 託 費 4,123,949 487,300 3,636,649
支 払 手 数 料 259,160 255,585 3,575
雑 費 44,360 103,118 △ 58,758
管 理 費 計 29,258,700 22,754,625 6,504,075
経 常 費 用 計 111,182,027 110,043,813 1,138,214
当 期 経 常 増 減 額 18,031,390 13,353,513 4,677,877

2.　経常外増減の部
(1) 経 常 外 収 益

貸倒引当金戻入額 0 0 0
経 常 外 収 益 計 0 0 0

(2) 経 常 外 費 用
経 常 外 費 用 計
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 18,031,390 13,353,513 4,677,877
一般正味財産期首残高 368,406,676 355,053,163 13,353,513
一般正味財産期末残高 386,438,066 368,406,676 18,031,390

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 386,438,066 368,406,676 18,031,390

正味財産増減補正予算書
2026年 4月 1日から 2027年 3月 31日まで　　� （単位：円）

科 目 予 算 額 補 正 額 補正予算額 備 考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
①　財 産 運 用 益 206,000 206,000

基本財産受取利息 (6,000) (6,000)
特定資産受取利息 (200,000) (200,000)

② 受 取 会 費 120,140,000 120,140,000
正 会 員 会 費 (5,890,000) (5,890,000)
準 会 員 会 費 (114,250,000) (114,250,000)

③ 雑 収 益 700,000 700,000
受 取 利 息 (400,000) (400,000)
雑 収 益 (300,000) (300,000)

経 常 収 益 計 121,046,000 121,046,000
(2) 経 常 費 用
① 事 業 費

給 料 手 当 8,815,000 8,815,000
退職給付引当金繰入額 79,000 79,000
福 利 厚 生 費 1,110,000 1,110,000
会 議 費 273,000 273,000
旅 費 交 通 費 4,440,000 4,440,000
通 信 運 搬 費 43,146,000 43,146,000
消 耗 品 費 1,905,000 1,905,000
印 刷 製 本 費 12,370,000 12,370,000
慶 弔 交 際 費 2,200,000 2,200,000
賃 借 料 480,000 480,000
保 険 料 45,000 45,000
諸 謝 金 440,000 440,000
渉 外 費 10,000 10,000
支 払 負 担 金 3,300,000 3,300,000
支 払 助 成 金 15,550,000 15,550,000
支 払 寄 付 金 5,250,000 5,250,000
給 付 奨 学 金 4,000,000 4,000,000
委 託 費 2,450,000 2,450,000
支 払 手 数 料 250,000 250,000
雑 費 10,000 10,000
事 業 費 計 106,123,000 106,123,000

② 管 理 費
給 料 手 当 8,815,000 8,815,000
派 遣 事 務 費 3,600,000 3,600,000
臨 時 雇 用 賃 金 290,000 290,000
退職給付引当金繰入額 79,000 79,000
福 利 厚 生 費 1,110,000 1,110,000
会 議 費 1,420,000 1,420,000
旅 費 交 通 費 5,090,000 5,090,000
通 信 運 搬 費 1,033,000 1,033,000
減 価 償 却 費 550,000 550,000
消耗什器備品費 200,000 200,000
消 耗 品 費 640,000 640,000
印 刷 製 本 費 580,000 580,000
慶 弔 交 際 費 1,100,000 1,100,000
賃 借 料 410,000 410,000
保 険 料 440,000 440,000
委 託 費 4,395,000 4,395,000
支 払 手 数 料 240,000 240,000
雑 費 240,000 240,000
管 理 費 計 30,232,000 30,232,000

経 常 費 用 計 136,355,000 136,355,000
当期経常増減額 △ 15,309,000 △ 15,309,000

2.　経常外増減の部
(1) 経常外収益

経 常 外 収 益 計
(2) 経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 15,309,000 0 △ 15,309,000
一般正味財産期首残高 363,094,676 23,343,390 386,438,066
一般正味財産期末残高 347,785,676 23,343,390 371,129,066

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受 取 寄 付 金
受 取 寄 付 金
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 347,785,676 23,343,390 371,129,066
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宮陵会事務局 からのお知らせ

題名 「窓辺の風景」2026（令和 8）年7月制作 F10 号 アクリル画

　新緑が窓ガラスを照射したとき心がゆらぐ。 窓は現在と未
来の架け橋。 窓辺には何かを暗示させる空気が漂う。

岸本凌幾
（1967 年法学部法律学科卒、二紀会会員、日本美術家連盟会員）
■何かを創るときは先ずは設計図を書くでしょう。絵画を描くときは、

それを構成（コンポジション）と言います。作家の表現です。

表紙のことば

 ◇ 会議予定
理事会　2026（令和8）年 10月２日（金）

12月４日（金）
 ◇ 地域組織新代表者紹介

苫小牧宮陵会　　　　　昭 55建　　　髙橋賢孝 様
大阪奈良宮陵会　　　　昭 52建　　　大蔭政勝 様
京滋宮陵会　　　　　　昭 53応化　　櫻井秀之 様
高知県宮陵会　　　　　昭 55建　　　田中健一 様
佐世保宮陵会　　　　　昭 47貿　　　梶山直行 様
茅ヶ崎・寒川宮陵会　　　昭 50経　　　小林照夫 様
ラグビー部 OB 会　　　　昭 63法　　　柳下英明 様

※登録いただきました情報につきましては、皆様の個人情報の重要性を深く認識し、
「学校法人神奈川大学プライバシーポリシー」に従い適正な保護管理に努めます。

宮 陵 会 事 務 局 か ら の お 知 ら せ

 ◇ 事務局よりのお願い
【会費納入について】

　宮陵会の安定的な運営のため、会費の納入をお願い致します。
会費が未納の場合は、会員資格が「普通会員」となり、代議員となる資格がなくな
る場合があります。
　また、これまで『宮陵会報』は住所判明している会員の皆さま全員にお送りいた
しておりましたが、お知らせいたしましたように年末発行の『宮陵会報』は正会員に
限定してお届けすることとなりました。
　会費につきましては、同封の【会費納入要領】に個々人の納入金額等が明記さ
れておりますので、ご確認をお願い申し上げます。

【住所等の変更について】
登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更があれば、ご連絡をお願
い申し上げます。
①神奈川大学ホームページ

卒業生登録情報登録・変更のご案内
(https://www.kanagawa-u.ac.jp/alumni_menu/registration/)

② FAX　045-413-0791
③ E-mail
　 kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

■ ■ 訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。
2026（令和8）年2月28日
大蔵博 様（昭35経）　元硬式野球部OB会会長

表 彰 者 芳 名
■
功
績
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
１
号
該
当
）

本
部
関
係

久
保 

清
治
様
　
昭
和
43
年 

経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業

昭
和
50
年 

経
済
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程

経
済
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

元
会
長
・
理
事

■
功
労
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
２
号
該
当
）

本
部
関
係

渡
邊 

恵
子
様　

昭
和
52
年 

法
学
部
法
律
学
科
卒
業

元
理
事
・
女
性
委
員
会
委
員
長
・

交
流
企
画
委
員
会
委
員
長

庄
子
さ
ち
子
様 

昭
和
54
年 

法
学
部
法
律
学
科
卒
業

元
理
事

地
域
組
織
関
係

佐
藤 

文
一
様
　
昭
和
48
年 

法
学
部
法
律
学
科
卒
業

元
青
森
県
宮
陵
会
会
長

黒
田
　 

勲
様
　
昭
和
39
年
法
経
学
部
経
済
学
科
卒
業

元
富
山
県
宮
陵
会
会
長
・
副
会
長

伊
藤 

正
幸
様
　
昭
和
43
年 

工
学
部
工
業
経
営
学
科
卒
業

元
群
馬
東
毛
宮
陵
会
会
長

山
本 

義
弘
様
　
昭
和
39
年 

法
経
学
部
法
学
科
卒
業

元
奈
良
県
宮
陵
会
会
長

吉
村 

勝
利
様
　
昭
和
43
年 

経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

元
佐
世
保
宮
陵
会
会
長

■
感
謝
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
３
号
該
当
）

本
部
関
係

堀
江
美
由
紀
様
昭
和
58
年 

法
学
部
法
律
学
科
卒
業

元
理
事

能
重 

幸
夫
様
　
昭
和
62
年 

第
二
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

元
理
事

地
域
組
織
関
係

立
花 

久
稔
様
　
昭
和
55
年 

外
国
語
学
部
英
語
英
文
学
科
卒
業

元
千
葉
県
宮
陵
会
会
長
・
副
会
長

池
田 

辰
吉
様
　
昭
和
49
年 

経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

元
佐
世
保
宮
陵
会
事
務
局
長

出
口 

照
雄
様
　
昭
和
49
年 

法
学
部
法
律
学
科
卒
業

熊
本
県
宮
陵
会
会
長
・
元
副
会
長

金
子 

信
一
様
　
昭
和
55
年 

経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

元
熊
本
県
宮
陵
会
副
会
長
・
事
務
局
長

杉
野
　 

正
様
　
昭
和
57
年 

経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業

元
保
土
ヶ
谷
・
旭
区
宮
陵
会
会
長
・
副
会
長

泊
瀬
川 
孚
様
　
昭
和
41
年 

工
学
部
電
気
工
学
科
卒
業

元
茅
ヶ
崎
・
寒
川
宮
陵
会
会
長

藤
井
　 

洋
様
　
昭
和
42
年 

経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

元
神
奈
川
大
学
空
手
部
O
B
会
会
長

■
特
別
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
４
号
該
当
）

水
　
泳
　
部
　
【
第
1
0
1
回 

日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
】

女
子
総
合
優
勝

小
畠 

優
々
美
様
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科 

3
年

【
第
32
回
F
I
S
U
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ
水
泳
競
技　
　

2
0
2
5
】

女
子
2
0
0
ｍ
平
泳
ぎ 

準
優
勝

【
第
1
0
1
回 

日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
】

1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ 

2
位
、
2
0
0
ｍ
平
泳
ぎ 

優
勝

【
第
67
回
日
本
選
手
権（
25
ｍ
）水
泳
競
技
会
】

50
m
平
泳
ぎ 

4
位
、
1
0
0
m
平
泳
ぎ 

2
位

【
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
2
0
2
5
（
50
ｍ
）】　
1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ 

5
位

長
岡 

愛
海
様
　
経
済
学
部
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

3
年

【
第
32
回
F
I
S
U
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ
水
泳
競
技

2
0
2
5
】

女
子
1
0
0
ｍ
背
泳
ぎ 

8
位

【
第
1
0
1
回 

日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
】

1
0
0
ｍ
背
泳
ぎ 

優
勝
、
2
0
0
ｍ
背
泳
ぎ 

優
勝

【
第
67
回
日
本
選
手
権（
25
ｍ
）水
泳
競
技
会
】

1
0
0
m
背
泳
ぎ 

優
勝
、
2
0
0
m
背
泳
ぎ 

優
勝

【
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
2
0
2
5
（
50
ｍ
）】

1
0
0
ｍ
背
泳
ぎ 

5
位
、
2
0
0
ｍ
背
泳
ぎ 

優
勝

駒
田 

真
琴
様
　
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科 

4
年

【
J
O
C
ジュニア
オ
リ
ン
ピック
カッ
プ
令
和
7
年
度
ジュニア
ク
イ
ー
ン
ズ

 

カッ
プ
・レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
】　

U
23
女
子
76
㎏
級 

優
勝

本
多 

香
里
菜
様
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科 

4
年

【
J
O
C
ジュニア
オ
リ
ン
ピック
カッ
プ
令
和
7
年
度
ジュニア
ク
イ
ー
ン
ズ

 

カッ
プ
・レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
】　

U
23
女
子
55
㎏
級 

準
優
勝

【
令
和
7
年
度
明
治
杯
全
日
本
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
】

W
W
55
㎏
級 

3
位

【
文
部
科
学
大
臣
杯
全
日
本
学
生
選
手
権
】　
女
子
フ
リ
ー
55
㎏
級 

2
位

【
天
皇
杯
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
】　
55
㎏
級 

3
位

星
野 

レ
イ
様
　
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科 

3
年

【
J
O
C
ジュニア
オ
リ
ン
ピック
カッ
プ
令
和
7
年
度
ジュニア
ク
イ
ー
ン
ズ

 

カッ
プ
・レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
】　
U
20
女
子
68
㎏
級 

優
勝

【
U
20
世
界
選
手
権
】　
優
勝

【
天
皇
杯
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
】　
68
㎏
級 

3
位

代議員選挙について
　
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
の
「
総
会(

社
員
総
会)

」
は
、
正
会
員
の
選

挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
代
議
員(
＝
社
員)

で
構
成
さ
れ
、
そ
の
代
議
員
は
、
正
会

員
か
ら
の
立
候
補
者
と
代
議
員
候
補
者
推
薦
委
員
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の
な

か
か
ら
正
会
員
に
よ
る
選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
。

　

現
在
の
代
議
員
が
２
０
２
７
年
１
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
な
り
ま
す
の
で
、

定
款
第
11
条
並
び
に
代
議
員
選
任
規
程
に
基
づ
き
、
次
期
代
議
員
を
選
ぶ
代
議
員
選

挙
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

代
議
員
選
挙
の
選
挙
権
、
被
選
挙
権
の
あ
る
正
会
員
と
は
、「
選
挙
年
度
の
４
月
１

日
現
在
、住
所
が
判
明
し
、定
款
に
定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し
て
い
る
会
員
」で
す
が
、

代
議
員
選
挙
管
理
委
員
会
が
定
め
る
期
日
（
２
０
２
６
年
10
月
31
日
）
ま
で
に
、
正
会

員
資
格
の
判
断
基
準
で
あ
る
、
住
所
の
届
出
並
び
に
会
費
の
納
入
の
手
続
き
を
行
う
こ

と
等
に
よ
り
、
代
議
員
に
立
候
補
ま
た
は
推
薦
人
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
し
添
え
ま
す
。記

１
．
代
議
員
の
定
数

２
２
０
人
（
定
款
第
11
条
第
１
項
、
代
議
員
選
任
規
程
第
３
条
）

２
．
代
議
員
の
任
期

２
０
２
７
年
２
月
１
日
～
２
０
２
９
年
１
月
31
日
（
定
款
第
11
条
第
５
項
）

３
．
選
挙
日
程

①
選
挙
の
公
示	

２
０
２
６
年
８
月
１
日
（
土
）

②
立
候
補
の
受
付
期
間

２
０
２
６
年
10
月
１
日
（
木
）
～

10
月
15
日
（
木
）（
消
印
有
効
）

③
候
補
者
の
公
示	

２
０
２
６
年
12
月
１
日
（
火
）

④
投
票
期
間	

２
０
２
７
年
１
月
15
日
（
金
）（
消
印
有
効
）
ま
で
。

⑤
当
選
者
の
公
告	

２
０
２
７
年
２
月
１
日
（
月
）

※
代
議
員
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
い
場
合
は
、
投
票
を
行
い
ま
せ
ん
。

　

代
議
員
選
挙
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
代
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ
」（
正
会
員
に

同
封
）
ま
た
は
宮
陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
員
種
別
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
会
費
の
納
入
に
つ
い
て(

お
願
い)

」
の
【
会
費
納

入
要
領
】
の
最
後
に
記
載
い
た
し
ま
し
た
。
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神
奈
川
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
　
大
森 

酉
三
郎 

（
56
歳
）

「
竹
山
団
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」活
動
報
告

おおもり・ゆうざぶろう
神奈川大学人間科学部人間
科学研究科前期博士課程修
了、修士（人間科学）、学校
法人神奈川大学アスレティッ
クデパートメント スポーツ戦略
室職員、神奈川大学サッカー
部監督、非営利活動法人
KUSC 理事

　
横
浜
市
緑
区
に
あ
る
「
竹
山
団
地
」は
、

約
3
、
3
0
0
世
帯
が
暮
ら
す
大
規
模
団

地
で
、
住
民
の
高
齢
化
率
が
47
％
を
超
え

て
い
ま
す
。
こ
の
団
地
の
一
部
を
神
奈
川

大
学
サ
ッ
カ
ー
部
（
以
下
、
当
部
）
は
寮

の
よ
う
に
住
ま
わ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
神
奈
川
県
住
宅
供
給
公
社
（
以
下
、

公
社
）、
竹
山
連
合
自
治
会（
以
下
、
自
治

会
）
の
協
力
の
も
と
、
全
部
員
が
力
を
合

わ
せ
て
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
３（
令
和
５
）年
か
ら
は
、
神
奈

川
大
学
（
以
下
、
本
学
）、
自
治
会
、
公
社

が
連
携
し
、
団
地
商
店
街
の
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
「
健
康
・
つ
な
が
り
・
ま
ち
」

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
。

2
0
2
4
（
令
和
６
）
年
12
月
に
は
新
た

な
活
動
拠
点
と
し
て
、
商
店
街
の
文
房
具

店
跡
地
に
低
酸
素
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

「
空
気
研
究
所
　
竹
山
エ
ア
ラ
ボ
」（
以
下
、

エ
ア
ラ
ボ
）、
銀
行
跡
地
に
多
目
的
施
設

「
未
来
研
究
所
　
竹
山
セ
ン
ト
ラ
ル
」（
以

下
、セ
ン
ト
ラ
ル
）が
完
成
し
ま
し
た
。サ
ッ

カ
ー
部
が
地
域
活
動
を
進
め
る
た
め
に
設

立
し
た
N
P
O
法
人
「
K
U
S
C
」
と
本

学
、
公
社
の
3
者
で
整
備
を
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
施
設
の
竣
工
式
に

は
神
奈
川
県
黒
岩
知
事
に
も
ご
臨
席
を
賜

り
、
同
施
設
へ
の
各
方
面
か
ら
の
注
目
度

の
高
さ
を
感
じ
る
場
面
と
な
り
ま
し
た
。

両
施
設
と
も
、
当
部
員
だ
け
で
は
な
く
住

民
の
利
用
を
念
頭
に
整
備
し
、
2
0
2
５

（
令
和
７
）
年
4
月
か
ら
本
格
稼
働
し
て
い

ま
す
。
セ
ン
ト
ラ
ル
で
は
、
高
齢
者
の
方

を
対
象
に
し
た
「
健
康
体
操
教
室
」
や
ピ

ラ
テ
ィ
ス
な
ど
を
用
い
た
健
康
増
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
エ
ア

ラ
ボ
で
は
、
低
酸
素
環
境
で
、
当
部
員
や

地
域
住
民
が
互
い
に
好
影
響
を
与
え
な
が

ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
6
月
と
12
月
に
、
こ
の
両
施

設
で
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い

る
住
民
の
方
13
名
を
対
象
に
、
未
病
改
善

の
効
果
の
測
定
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
教

室
を
開
始
し
て
半
年
後
に
は
、
体
と
心
と

脳
の
状
態
を
見
え
る
化
す
る
「
未
病
指

標
」、
転
倒
リ
ス
ク
に
関
す
る
「
立り

つ

位い

年

齢
」、
血
管
の
硬
さ
を
示
す
「
血
管
年
齢
」

が
そ
れ
ぞ
れ
実
年
齢
平
均
81
歳
に
対
し
、

約
20
歳
若
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
半
年
後
に
は
、
未
病
指
標
は
約
30
歳
、

血
管
年
齢
は
約
40
歳
若
い
結
果
と

な
っ
て
お
り
未
病
改
善
の
効
果
が

表
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
今
後
、

全
国
的
に
広
が
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
少

子
高
齢
化
社
会
の
1
つ
の
課
題
で
あ
る

「
未
病
改
善
」
へ
の
取
り
組
み
は
新
し
い

時
代
創
り
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
る
人
財
の

育
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
信
頼
を
得
な
が

ら
、
当
部
が
標
榜
す
る
大
学
日
本
一
を
目

指
し
た
競
技
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
加
え
て
、
竹
山
団
地
で
の
未
病
改

善
の
取
り
組
み
を
本
学
の
3
キ
ャ
ン
パ
ス

に
展
開
す
る
こ
と
で
本
学
の
健
康
経
営
の

推
進
、
ま
た
、

未
病
改
善
だ

け
で
な
く
横

浜
市
の
介
護

予
防
等
と
連

動
し
た
活
動

を
通
し
て
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン

グ
な
地
域
社

会
の
創
造
を

目
指
し
て
参

り
ま
す
。

ウェルビーイングとは……心・体・人間関係のすべてが満たされた「持続的な幸福」を意味する言葉です。単に病気がない
状態だけでなく、日々の生活や仕事にやりがいを感じ、いきいきと暮らせている状態を指します。
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活躍する卒業生

全
国
郵
便
局
長
会
専
務
理
事
　
森
山
　
真 

（
70
歳
）

神
大
は
わ
が
人
生

もりやま・まこと
1956（昭和31）年、岡山県笠岡
市生まれ。1978（昭和53）年
法学部法律学科卒業後、広
島県の福山東郵便局に採用。
その後、中国郵政局、郵政省、
総務省で勤務（30年余国会対
策一筋）。退官後、全国郵便
局長会に就職し平成２年か
ら現職。

　
神
奈
川
大
学
と
の
出
会
い
は
、
偶
然
目

に
し
た
「
給
費
生
試
験
」の
案
内
で
し
た
。

幸
運
に
も
合
格
を
い
た
だ
き
、
そ
の
日
か

ら
我
が
人
生
は
神
大
と
と
も
に
動
い
て
行

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
４
月
、
白
楽

駅
か
ら
六
角
橋
商
店
街
を
通
り
、
神
大
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
辿
り
着
い
た
時
の
新
鮮
な
感

動
は
今
で
も
胸
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
法
学
部
で
学
び
な
が
ら
、
部
活
（
準
硬

式
野
球
部
）
の
活
動
に
没
頭
し
ま
し
た
。

野
球
は
未
経
験
で
し
た
が
、
大
好
き
と
い

う
理
由
だ
け
で
入
部
。
そ
の
後
、
ど
っ
ぷ

り
と
準
硬
式
野
球
部
の
活
動
に
の
め
り
込

む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
１
年
の
夏
、

練
習
中
に
右
上

腕
部
を
骨
折

し
、
手
術
、
入

院
。
知
り
合
い

の
全
く
い
な
い

横
浜
の
地
で
の

入
院
生
活
は
18

歳
の
私
に
と
っ

て
は
本
当
に
心

細
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
準
硬
の
チ
ー

ム
メ
イ
ト
の
毎
日
の
激
励
に
心
折
れ
ず
頑

張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
生
活
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
の
大
き
な
挫
折
で
し

た
。
大
怪
我
で
選
手
と
し
て
は
厳
し
か
っ

た
の
で
、
私
は
主
務
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
と

し
て
チ
ー
ム
に
関
わ
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。

　
当
時
、
神
大
準
硬
は
神
奈
川
５
大
学

リ
ー
グ
で
３
位
が
定
位
置
の
チ
ー
ム
で
し

た
が
、
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
春
の
リ
ー

グ
で
優
勝
し
、
以
後
リ
ー
グ
５
回
連
続
制

覇
。
翌
年
に
は
全
国
大
会
で
優
勝
、
１
９

７
７
（
昭
和
52
）
年
に
は
準
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
神
大
準
硬
の
主
務
を
務
め
た
こ
と
で
神

奈
川
５
大
学
準
硬
式
野
球
連
盟
の
委
員
長

も
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
神
奈
川
連

盟
の
運
営
を
担
う
経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
神
大
準
硬
の
主
務
を
務
め
る
中
で
は
、

人
と
人
の
繋
が
り
、
人
情
・
友
情
や
チ
ー

ム
の
団
結
、
組
織
運
営
の
大
切
さ
を
学
び
、

神
奈
川
連
盟
の
委
員
長
の
活
動
を
通
し
て

は
、
他
チ
ー
ム
の
監
督
・
主
務
の
方
な
ど

と
の
関
り
、
関
東
連
盟
や
全
日
本
連
盟
な

ど
上
位
組
織
や
地
域
の
自
治
体
等
と
の
交

渉
な
ど
、
学
生
で
は
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
神
大
時
代
の
経
験
が
、
社
会
へ
出
て
か
ら

の
「
郵
便
局
」
で
の
お
客
さ
ま
へ
の
対
応

や
「
郵
政
省
・
総
務
省
」
の
国
会
担
当

と
し
て
国
会
議
員
の
方
々
と
の
交
渉
・
調

整
な
ど
に
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。
そ
し

て
現
在
、
全
国
郵
便
局
長
会
専
務
理
事
と

し
て
職
責
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
振
り
返
れ
ば
挫
折
し
て
も
挑
戦
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

神
大
で
過
ご
し
た
４
年
間
は
わ
が
人
生
の

基
盤
を
形
作
っ
た
貴
重
な
期
間
で
し
た
。

ち
な
み
に
妻
と
の
出
会
い
も
神
大
準
硬
で

し
た
。
神
大
は
わ
が
人
生
で
す
。

活躍する卒業生

全日本大会予選での準硬式野球部応援
＝ 6 月 14 日、スリーボンドスタジアム
八王子（準硬式野球部は勝利し8月21 日
から金沢市で開催する第78回全日本大
学準硬式野球選手権大会に出場）
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活躍する卒業生

上
海
貝
絲
特
広
告
有
限
公
司（
上
海
ベ
ス
ト
広
告
）
代
表

上
海
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク『
上
海
小
町
』
編
集
長

現
場
で
学
び
、
つ
な
ぎ
続
け
る

中
国
語
と
の
出
会
い
が
切
り
拓
い
た
キ
ャ
リ
ア

にいだ・あきこ
千葉県出身。1997（平成９）
年外国学部中国語学科卒業。
千葉県宮陵会会員

　
神
奈
川
大
学
で
中
国
語
を
学
ん
だ
こ
と

は
、
私
の
人
生
の
進
路
を
大
き
く
広
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
25
歳
で
日
本
航
空
の
一
員

と
し
て
中
国
・
大
連
に
赴
任
し
た
時
は
、

慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
苦
労
の
連
続
で
し

た
。
そ
れ
で
も
空
港
の
現
場
で
、
お
客
様

や
仲
間
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ

の
仕
事
に
向
き
合
い
、
3
年
目
に
は
社
長

褒
賞
を
い
た
だ
く
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
空
港
旅
客
サ
ー
ビ
ス
か
ら
営

業
職
に
異
動
し
、
念
願
だ
っ
た
杭
州
支
店

の
開
設
業
務
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
約
10

年
間
の
航
空
会
社
勤
務
を
通
じ
て
感
じ
た

の
は
、
国
を
越
え
て
仕
事
を
す
る
に
は
、

語
学
力
だ
け
で
な
く
、
相
手
の
感
性
や
行

動
の
原
動
力
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
理
解

す
る
力
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　
こ
の
経
験
が
、
の
ち
の
起
業
に
つ
な
が

り
ま
す
。
日
中
双
方
の
現
場
で
感
じ
た
価

値
観
の
違
い
を
、
言
葉
だ
け
で
な
く
視
覚

表
現
で
も
伝
え
た
い
と
思
い
、グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
ま
し
た
。
2
0
1
1

年
に
上
海
で
独
立
し
、企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
デ
ザ
イ
ン
制
作
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
業
務
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

起
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
上
海
観
光
局

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
パ
オ
パ

オ
く
ん
」
は
、
今
年
で
生
誕
15
周
年
を
迎

え
ま
す
。
現
在
も
発
行
を
続
け
て
い
る

『
上
海
小
町
』
の
編
集
を
通
じ
て
、
上
海
の

魅
力
を
日
本
の
方
々
へ
伝
え
る
活
動
も
続
け

て
い
ま
す
。

　
い
ま
中
国
の
都
市
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
E
Ｖ
、
デ
ジ
タ
ル
決
済
、
体
験

型
商
業
な
ど
、
街
の
中
に
は
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
私
に
と
っ
て
中
国
は
、

単
な
る
仕
事
の
場
で
は
な

く
、
新
し
い
発
見
や
変
化

を
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、

ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
自
分

自
身
を
更
新
し
続
け
る
現

場
で
も
あ
り
ま
す
。

　
40
代
で
は
日
本
法
人
を
設
立
し
、
地
方

自
治
体
の
Ｐ
Ｒ
に
も
携
わ
る
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
私
の
仕
事

は
い
つ
も
、
日
本
と
中
国
の
間
に
あ
る
見

え
な
い
距
離
を
少
し
で
も
近
づ
け
る
こ
と

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
決
し
て
計
画

通
り
に
進
ん
で
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
時
々
の
出
会
い
や
課
題
が
、

次
の
仕
事
へ
の
入
口
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
土
台
に
、
50
代
で
は
経
営
学

を
体
系
的
に
学
び
な
が
ら
、
ま
た
新
た
な

挑
戦
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
井
田
　
朗
子

祝誕生15周年上海観光キャラ
クター「パオパオくん」（小籠包）

上海で一番好きな場所「西岸」朝のジョギングコース

撮影時にモデルにポーズを指導（上海ブックガイド制作の様子）

横浜・上海航路開設は1879（明治12）年、日本汽船会社による最初の外国航路でした

　
在
学
生
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
も
、
学

ん
だ
こ
と
が
す
ぐ
に
一
つ
の
形
に
な
ら
な

く
て
も
、
現
場
で
の
経
験
が
必
ず
次
の
道

を
開
い
て
く
れ
る
と
お
伝
え
し
た
い
で

す
。
ぜ
ひ
、
千
葉
県
宮
陵
会
に
も
気
軽
に

遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
千
葉
県
宮
陵
会
総
会
は
11
月
14
日（
土
）
に

開
催
予
定
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■ 

神
奈
川
大
学
法
曹
宮
陵
会会　

長　

三
宮　
政
俊

１
９
７
６（
昭
和
51
）年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

　
神
奈
川
大
学
法
科
大
学
院
を
修
了
し
た
法
曹
資
格
者
や
、
教
員
、

司
法
書
士
に
よ
っ
て
神
奈
川
大
学
法
曹
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
法
科
大
学
院
が
閉
校
し
ま
し
た
の
で
、
２
０
２
４
年
９
月
に

名
称
を
改
め
宮
陵
会
の
職
域
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

　
母
校
の
発
展
に
協
力
し
、
受
験
に
つ
い
て
の
指
導
、
合
格
後
の
業

務
相
談
、
会
員
間
の
情
報
交
換
や
親
睦
、
他
の
士
業
の
同
窓
生
と
の

協
働
の
活
動
な
ど
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
弁
護
士
、

裁
判
官
、
検
察
官
、
司
法
書
士
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
随
時

会
員
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

▽
連
絡
先
　
西
湘
法
律
事
務
所
　sannom

iya@
seisyou-lo.jp

■ 

神
奈
川
大
学
社
労
士
宮
陵
会

副
会
長
兼
幹
事
長　

金
井　
保
憲

１
９
９
５（
平
成
７
）年
経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
卒
業

　
社
労
士
宮
陵
会
は
設
立
15
年
を
迎
え
ま
す
。
会
員
は
大
野
実
連
合

会
前
会
長
を
は
じ
め
、
開
業
勤
務
問
わ
ず
活
躍
し
て
い
ま
す
。
主
な

活
動
内
容
は
、
10
月
の
総
会
、
法
学
研
究
科
と
の
合
同
研
究
会
、
箱

根
合
宿
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
無
料
相
談
会
等
で
す
。
会
費

は
運
営
費
と
し
て
年
会
費
５
０
０
０
円
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。（
初
年
度
は
お
試
し
参
加
で
会
費
は
無
料
で
す
）
本
年
度
、
会

計
人
宮
陵
会
、
法
曹
宮
陵
会
、
行
政
書
士
宮
陵
会
、
本
会
の
４
士
業

に
よ
る
連
絡
協
議
会
も
立
ち
上
が
り
、
相
互
連
携
す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
連
絡
先
　
か
な
い
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所�

金
井
　
保
憲

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　y.kanai@

kanai-sr.net

■ 

神
奈
川
大
学
行
政
書
士
宮
陵
会

事
務
局
長　

小
林　
二
三
夫

１
９
７
３（
昭
和
48
）年
経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業

　
神
奈
川
大
学
行
政
書
士
宮
陵
会
は
、
２
０
２
５
年
９
月
13
日
に
発

神
奈
川
大
学
専
門
職
宮
陵
会
　
連
絡
協
議
会
議
長
　
三
宮
　
政
俊

専
門
職
宮
陵
会
会
員
総
会
開
催

　
鮮
や
か
な
新
緑
に
囲
ま
れ
た
5
月
16
日
、
母
校
の
石
渡

理
事
長
、
戸
田
学
長
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
春
原
会
長
、

宮
陵
会
の
内
田
会
長
を
は
じ
め
、
沢
山
の
ご
来
賓
の
先
生

方
に
お
出
で
い
た
だ
き
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館

B
1
0
4
講
堂
で
、
53
名
の
参
加
に
よ
る
神
奈
川
大
学
専

門
職
宮
陵
会
連
絡
協
議
会
第
一
回
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
予
て
か
ら
士
職
会
の
横
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
議
論
さ

れ
て
お
り
、
昨
年
9
月
に
行
政
書
士
宮
陵
会
の
設
立
総
会

が
開
か
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
会
計
人
宮
陵
会
、
社
労

士
宮
陵
会
、
法
曹
宮
陵
会
、
行
政
書
士
宮
陵
会
の
4
つ
の

士
職
宮
陵
会
の
会
長
と
事
務
局
長
に
よ
る
連
絡
協
議
会
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
12
月
に
運
営
要
領
を
定
め
、
本
年

1
月
に
、
宮
陵
会
の
理
事
会
に
お
い
て
地
域
組
織
の
ブ
ロ
ッ

ク
会
に
準
じ
る
組
織
と
し
て
本
協
議
会
が
承
認
さ
れ
、
各

士
職
会
役
員
の
協
力
に
よ
り
会
員
総
会
を
開
催
す
る
運
び

に
な
り
ま
し
た
。
総
会
に
続
け
て
法
曹
宮
陵
会
の
飯
田

学さ
と
し史
弁
護
士
の
「
外
国
人
と
法
」
と
題
す
る
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
専
門
性
が
高
い

建
設
業
に
従
事
さ
れ
る
建
築
士
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
宮
陵
会
や
、
士
職
に
限
ら
ず
、
専
門
職
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
る
職
域
組
織
、
例
え
ば
医
療
従
事
者
や
社
会
福
祉
士

な
ど
健
康
や
生
活
を
支
援
す
る
専
門
分
野
に
従
事
さ
れ
る

卒
業
生
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
宮
陵
会
が
今
後
設

立
さ
れ
、
協
議
会
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
各
士
職
会
会
員
は
全
国
で
活
躍
さ
れ
、
各
地
域
組
織
の

会
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
専
門
職
集
団
と
し
て

会
員
相
互
の
情
報
交
換
に
と
ど
ま
ら
ず
、
在
学
生
や
卒
業

生
の
皆
様
に
職
業
と
し
て
士
職
を
選
択
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
情
報
の
提
供
に
努
め
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
で
き
る

よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
10
月
18
日
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
に
お
い

て
、
宮
陵
会
と

共
催
に
よ
り

「
何
で
も
無
料
相

談
会
」
の
開
催

を
予
定
し
て
い

ま
す
。
卒
業
生

の
皆
様
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

さんのみや・まさとし
1976（昭和 51）年法律学
部法律学科卒業。宮陵
会副会長兼事業委員会
委員長

会
員
募
集
中

会
員
募
集
中

専門職宮陵会会員総会後に参加者で記念撮影（前列左から 4 人目が筆者）
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足
し
ま
し
た
。
現
在
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
他
の
神
奈
川
大

学
の
士
業
士
会
（
法
曹
、
会
計
、
社
労
士
等
）
及
び
大
学
教
員
と
連

携
し
な
が
ら
、
研
究
活
動
・
業
務
の
連
携
を
致
し
ま
す
。

　
入
会
資
格
は
、
現
在
行
政
書
士
と
し
て
業
務
を
さ
れ
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
登
録
を
考
え
て
い
る
試
験
合
格
者
、
公
務
員
で
将
来
行
政

書
士
登
録
を
考
え
て
い
る
方
（
行
政
書
士
法
第
２
条
６
号
に
よ
る
特

例
：
17
年
以
上
の
行
政
事
務
経
験
者
）、
弁
護
士
、
弁
理
士
、
公
認

会
計
士
、
税
理
士
の
有
資
格
者
で
行
政
書
士
登
録
を
考
え
て
い
る
方
、

ま
た
、
将
来
行
政
書
士
資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
で
す
。

▽
連
絡
先  

事
務
局
長
　
小
林
二
三
夫

　
メ
ー
ルofficetana@

b01.itscom
.net

　
携
帯
電
話
：090-8802-8927

神
奈
川
大
学
会
計
人
宮
陵
会
　
会
長
　
今
田
　
正
紀

会
計
人
宮
陵
会
に
つ
い
て

　
神
奈
川
大
学
会
計
人
宮
陵
会
は
平
成
5
年
に
設
立
し
ま

し
た
。
今
年
で
33
年
に
な
り
ま
す
。
当
初
は
全
国
で

2
0
0
名
位
の
会
員
数
を
把
握
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
個

人
情
報
の
壁
や
住
所
移
転
な
ど
も
あ
り
、
実
際
連
絡
が
と

れ
る
方
は
80
名
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
方
針
と
し
て
は
会
員
増
強
が
重
要
な
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
把
握
が
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
今

回
「
宮
陵
会
報
」
に
会
員
募
集
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
た

だ
け
る
の
は
本
当
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。

　
会
計
人
会
の
目
的

は
職
業
会
計
人
の
育

成
と
会
計
教
育
の
充

実
で
す
。
現
在
の
事

業
と
し
て
は
、
受
験

に
合
格
し
た
学
生
に

奨
励
賞
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大

学
に
寄
付
講
座
を
設

置
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
会
計
人
会
か

ら
講
師
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。
意
欲
の
あ

る
方
に
は
、
是
非
講

師
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
神
奈
川
大
学
専
門
職
連
絡
協
議
会
が
立
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
事
業
で
「
何
で
も
相
談
会
」

が
実
施
さ
れ
、
会
計
人
会
と
し
て
も
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

大
学
、
Ｏ
Ｂ
、
学
生
等
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
昭
和
45
年
卒
業
で
税
理
士
開
業
し
て
50
年
に
な
り

ま
す
。
お
蔭
様
で
事
務
所
経
営
も
順
調
に
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
会
計
人
仲
間
や
先
輩
達
と
、
情
報
交
換
し
て
良
き
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
き
た
こ
と
が
大
い
に
役
に
立
ち
ま
し

た
。
Ａ
Ｉ
時
代
に
な
り
、
我
々
業
界
も
将
来
に
不
安
が
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
こ
そ
同
窓
同
士
で

交
流
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
業
務
相
談
、
事

業
継
承
、
求
人
情
報
な
ど
も
こ
れ
か
ら
積
極
的
に
や
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
の
情
報

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
：
税
理
士
法
人
コ
ン
タ
ッ
ク
ス

T
E
L
：
0
4
5
─4
2
3
─2
7
0
0

F
A
X
：
0
4
5
─4
2
3
─2
7
0
3

メ
ー
ル
：

こんた・まさき
山形県生まれ。1970（昭
和45）年経済学部経済
学科卒業。1973（ 昭和
48）年税理士登録、1976
（昭和51）年横浜市港北
区で税理士開業。2022
（令和4）年税理士法人コ
ンタックス設立、代表社
員。2025（令和 7）年会
計人会会長に就任

主催：一般社団法人神奈川大学宮陵会　協力：神奈川大学フロンティアクラブ
運営：神奈川大学横浜北宮陵会

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
ま
す

会計人宮陵会の仲間たち（前列右から 3 人目が筆者）

▽日時　2026年11月14日（土）
　13時30分～16時30分
▽場所　玄海田公園バーベキュー場
　　　　横浜市緑区長津田みなみ台 3 丁目１
　　　　玄海田公園内。
　　　　ショッピングセンター「アピタ長津田」近く。
▽招待留学生・在学生：留学生約20名、在学生約20名
▽会費　大人 3 千円。同伴の高校生までのお子様・
　　　　お孫様は無料。　配偶者は、半額。
　　　　ご家族での参加を歓迎します。
▽申込・問合せ　横浜北宮陵会事務局長　福本昌弘
　　　 メール：md260159-2338@tbu.t-com.ne.jp
　 　 　又は、F7-kby@b04.itscom.net

留学生・在学生を招待する
バーベキュー懇親会へ参加のお誘い

info
@
co
m
-tax.o

r.jp
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【連絡先】メールアドレス：k e i s u k e s t 2 3 @ gm a i l . c o m

　こ
の
た
び
、神
奈
川
大
学
卒
業
生
を
対

象
に
、新
た
な
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
審
判
員
を
募
集
い
た
し
ま
す（
開
始
年

齢
48
歳
以
下
）。経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。未

経
験
の
方
で
も
、ル
ー
ル
の
基
礎
か
ら
丁

寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
の
で
、安
心
し
て

始
め
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　審
判
の
魅
力
は
、学
生
た
ち
の
全
力
の

プ
レ
ー
を
最
前
線
で
支
え
、そ
の
熱
量
を

間
近
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。ま
た
、

瞬
時
の
判
断
力
や
集
中
力
が
鍛
え
ら
れ
、

仕
事
や
日
常
生
活
に
も
活
か
さ
れ
ま

す
。さ
ら
に
、フ
ィ
ー
ル
ド
内
外
で
の
移

動
は
自
然
と
運
動
に
な
り
、健
康
維
持
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　活
動
は
５
〜
６
月
、９
〜
12
月
を
中
心

に
、月
３
日
程
度（
土
日
祝
）で
す
。日
当
・

謝
礼
金
が
支
給
さ
れ
る
た
め
、金
銭
的

な
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。急
な
予
定
変

更
に
も
柔
軟
に
対
応
可
能
で
す
。

　「ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
続
け
た
い
」「
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
」と
い
う
方
、

ぜ
ひ
一
緒
に
学
生
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
て

み
ま
せ
ん
か
。ご
興

味
の
あ
る
方
は
、お

気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

審
判
員
募
集

いちば・けいすけ
1996（平成８）年3月工学
部応用化学科卒業、神大
アメリカンフットボール部
OB、日本アメリカンフット
ボール審判協会 審判員

市場 計輔

交
通
ブ
ッ
ク
ス
128
『
鉄
道
の
法
規
Ｊ
Ｒ
と
民
鉄
の
実
例
か
ら
読
み
解
く
』

　
鉄
道
事
業
者
、
鉄
道
関
連
メ
ー
カ
ー
、
鉄
道
関
係
の
試
験
機
関

を
目
指
す
高
校
生
や
大
学
生
、
関
係
法
令
を
把
握
し
て
お
き
た
い

実
務
者
、
入
社
５
年
程
度
の
鉄
道
関
係
会
社
の
社
員
な
ど
、
こ
れ

か
ら
の
『
鉄
道
の
法
規
』
学
ぶ
人
た
ち
に
向
け
た
入
門
書
。
関
係

者
の
み
な
ら
ず
鉄
道
技
術
や
列
車
運
行
に
興
味
の
あ
る
方
々
に

元
々
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
細
か
く
章
分
け
し
て
い
る
。
巻
末

に
は
本
書
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定

め
る
省
令
」
と
鉄
道
局
長
通
達
別
冊
１
「
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上

の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
解
釈
基
準
」
の
各
項
対
照
表
を
掲
載
。

多
数
の
写
真
、
図
や
表
が
掲
載
さ
れ
読
み
や
す
い
構
成
と
な
っ
て

い
る
。『
や
さ
し
い
鉄
道
の
法
規
』（
和
久
田
康
雄
著
）を
全
面
改
訂
。

紹
介
文
◎
著
者
・
福
永
健

１
９
９
１（
平
成
３
）年
第
二
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
業

■発行
公益財団法人公共交通研究会
■発売
成山堂書店
■価格　1,800 円（税別）

著者◎福永 健

に
は
本
書
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定

め
る
省
令
」
と
鉄
道
局
長
通
達
別
冊
１
「
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上

め
る
省
令
」
と
鉄
道
局
長
通
達
別
冊
１
「
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上

の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
解
釈
基
準
」
の
各
項
対
照
表
を
掲
載
。

多
数
の
写
真
、
図
や
表
が
掲
載
さ
れ
読
み
や
す
い
構
成
と
な
っ
て

多
数
の
写
真
、
図
や
表
が
掲
載
さ
れ
読
み
や
す
い
構
成
と
な
っ
て

い
る
。『
や
さ
し
い
鉄
道
の
法
規
』（
和
久
田
康
雄
著
）を
全
面
改
訂
。

紹
介
文
◎
著
者
・
福
永

■発行■発行
公益財団法人公共交通研究会公益財団法人公共交通研究会
■■発売発売
成山堂書店成山堂書店
■価格　1,800 円■価格　1,800 円

『
決
定
版
モ
デ
ル
条
文
で
つ
く
る
就
業
規
則
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

　
本
書
は
、
２
０
２
０
年
10
月
に
刊
行
し
た
『
決
定
版
モ
デ
ル
条

文
で
つ
く
る
就
業
規
則
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
の
改
定
版
。
初
版
刊

行
か
ら
約
６
年
が
経
過
し
、
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
や
熱
中

症
対
策
の
義
務
化
を
は
じ
め
と
す
る
相
次
ぐ
法
改
正
に
対
応
す
る

た
め
、
第
２
版
を
編
纂
。

　
弁
護
士
と
社
会
保
険
労
務
士
の
共
同
研
究
の
下
、
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
を
基
調
と
し
つ
つ
、
使
用
者
と
労
働
者
の
権
利
関
係

を
明
確
に
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
の
調
整
を
最
大
限
図
っ
た
も
の
。

働
き
方
改
革
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
、
副
業
・
兼
業
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
休
職
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
諸
課

題
に
対
応
し
て
お
り
、
中
小
企
業
経
営
者
、
総
務
・
人
事
担
当
者
、

社
会
保
険
労
務
士
の
実
務
に
役
立
つ
内
容
。

紹
介
文
◎
社
会
保
険
労
務
士
、
萩
原
く
み
こ

１
９
８
４（
昭
和
59
）年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

２
０
２
１（
令
和
３
）年
法
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
法
律
学
専
攻
修
了

宮
陵
会
専
務
理
事

■発売
旬報社
■価格　6,930 円（税込み）

編著者◎野口 啓暁
監修◎西谷 　敏 

卒業生の本



11

○
毎
号
楽
し
く
拝
読
。
忙
し
い
生
活
の
最

中
に
届
く
『
宮
陵
』
は
、
6
年
前
の

大
学
生
活
を
思
い
出
す
貴
重
な
時
間
で

す
。
特
に
K
y
u
━
R
y
o
　
p
h
o
t
o

g
a
l
l
e
r
y
の
松
井
さ
ん
の
写

真
、
ア
ル
パ
カ
に
は
癒
さ
れ
ま
す
。
異

国
の
風
景
が
当
時
の
外
国
文
化
に
熱
中

し
た
自
分
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。�
（
神
奈
川
県
）

○
在
学
中
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
3
、
4
年
は

大
学
に
通
え
ず
。『
宮
陵
』
で
さ
ま
ざ
ま

な
部
活
の
活
躍
を
読
む
の
が
楽
し
み
で

す
。�

（
千
葉
県
）

○
昨
年
4
月
、
40
年
ぶ
り
に
母
校
を
訪
問
。

そ
の
変
わ
り
よ
う
に
驚
き
ま
し
た
。「
過

去
か
ら
未
来
へ
」
を
興
味
深
く
読
ん
だ
。

現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
す
な
ど
も
掲

載
し
て
ほ
し
い
。�

（
山
形
県
）

○
神
大
の
歴
史
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
勉
強
に
な
っ
た
。�

（
沖
縄
県
）

○
も
っ
と
若
い
卒
業
生
の
声
が
聴
き
た
い
。�

（
埼
玉
県
）

○
保
養
所
の
紹
介
ペ
ー
ジ
が
1
頁
な
の
が
残

念
。
父
と
昨
年
利
用
し
た
が
、
料
理
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
写
真
を
も
っ
と
載
せ

て
魅
力
を
発
信
し
て
ほ
し
い
。
存
在
自

体
を
知
ら
な
い
宮
陵
会
会
員
は
多
い
と

思
い
ま
す
。�

（
神
奈
川
県
）

○
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
が
い
る
こ
と

を
知
り
、
大
変
う
れ
し
く
、
己
の
自
信

に
つ
な
が
っ
た
。�

（
千
葉
県
）

○
本
誌
が
届
く
と
表
紙
絵
と
目
次
を
見
な

が
ら
、
わ
く
わ
く
し
て
ペ
ー
ジ
を
め
く

り
ま
す
。
「
過
去
か
ら
未
来
へ
」
は
、

感
銘
し
ま
す
。
1
9
8
1
年
の
創
立
50

周
年
記
念
映
画
「
わ
が
宮
面
ケ
丘
よ
」

の
記
事
も
あ
り
、
入
学
式
に
上
映
さ
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
と
て
も
懐
か
し

か
っ
た
。�

（
千
葉
県
）

○
活
躍
す
る
卒
業
生
を
毎
回
楽
し
く
読
ん

で
い
ま
す
。
卒
業
し
た
大
学
が
同
じ
と

い
う
こ
と
だ
け
で
す
が
、
全
国
で
活
躍

し
て
い
る
方
々
を
知
る
と
嬉
し
く
な
り

ま
す
。
私
の
住
ま
い
は
空
港
に
近
く
、

頻
繁
に
飛
行
機
を
利
用
し
ま
す
。
機
窓

か
ら
景
色
を
見
る
た
び
に
、「
彼
ら
が
こ

の
ど
こ
か
に
」
と
。
そ
ん
な
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
猛
暑
を
迎
え
ま
す
が
、

全
国
の
ど
こ
か
で
プ
ラ
ウ
ド
ブ
ル
ー
が
映

え
ま
す
よ
う
に
。�

（
山
形
県
）

モンステラ
花言葉…うれしい便り

読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

『
宮
陵
No 

75
号
』（
本
年
５
月
発
行
）の
感
想（
抜
粋
）

　
来
年
５
月
発
行
予
定
の
『
宮
陵
』（
No. 

76
）
は
、「
大
学
創
立
１
０
０
周
年
・

宮
陵
会
設
立
90
周
年
」
記
念
特
集
号
と
し
て
編
集
を
進
め
て
い
ま
す
。 

卒
業
生

の
皆
さ
ま
か
ら
の
原
稿
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
宮
陵
会
は
来
年
で
設
立
90
周
年
、
大
学
は
翌
28
年
に

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
に
あ
た
り
、

学
生
時
代
の
思
い
出
、
当
時
の
社
会
状
況
、
卒
業
後
の

経
験
、
現
代
社
会
へ
の
所
感
な
ど
、
自
由
な
テ
ー
マ
で

の
ご
寄
稿
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
：
自
由

例
え
ば

①
私
と
母
校
―
学
生
時
代
の
思
い
出
と
現
在

②
大
学
で
得
た
学
び
が
、
今
の
私
を
支
え
て
い
る
こ
と

③
設
立
90
周
年
、
創
立
１
０
０
周
年
に
寄
せ
て
、
宮
陵
会
（
ま
た
は
母
校
）

へ
の
感
謝
と
未
来
へ
の
期
待

④
後
輩
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

⑤
あ
の
頃
の
キ
ャ
ン
パ
ス
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
大
学
、
な
ど
。

▽
字
　
　
数
：
６
０
０
字
程
度

（
一
部
手
直
し
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▽
発
行
予
定
：
令
和
９（
２
０
２
７
）年
５
月

▽
発
行
部
数
：
約
７
０
、０
０
０
部

▽
締
め
切
り
：
２
０
２
６
年
11
月
20
日
（
金
）
第
一
次
締
め
切
り

▽
原
稿
送
付
先
：

①
メ
ー
ル　

kyuryou-kouhou@
kanagaw

a-u.ac.jp

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
「
設
立
90
周
年
記
念
号
」
係

②
郵　
送　
〒
２
２
１-

０
８
０
２ 

横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３-

27-

１

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
「
設
立
90
周
年
記
念
号
」
係
。

必
ず
ご
住
所
（
郵
便
番
号
も
）、
お
名
前
、
卒
業
年
・
学
科
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

電
話
番
号
（
携
帯
番
号
も
）
を
ご
記
入
願
い
ま
す
。

▽
記
念
品
：
掲
載
さ
れ
た
方
に
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

お 知 ら せ原 稿 募 集 要 領
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職
先
に
つ
い
て
親
身
に
な
っ
て
相
談
し
て

く
れ
ま
し
た
。
多
く
の
仲
間
が
損
保
会
社

に
就
職
し
ま
し
た
が
、
私
が
ホ
テ
ル
業
界

を
希
望
し
て
い
る
と
伝
え
る
と
、
先
生
は

「
な
ぜ
、
そ
ん
な
水
商
売
を
選
ぶ
の
か
」
と

厳
し
い
口
調
で
叱
ら
れ
た
こ
と
を
、
今
も

時
々
思
い
出
し
ま
す
。
ホ
テ
ル
に
就
職
し

て
数
年
が
経
ち
、
現
況
を
報
告
す
る
た
め

に
豊
島
園
の
お
宅
を
訪
問
す
る
と
、
奥
様

の
春
子
さ
ま
も
同
席
さ
れ
、
帰
り
際
に
奥

様
か
ら
沢
山
の
お
見
合
い
写
真
を
渡
さ
れ
、

持
ち
帰
り
ま
し
た
。
私
は
妻
を
2
年
前
に

亡
く
し
ま
し
た
が
、
春
子
さ
ま
の
お
陰
で

充
実
し
た
50
年
の
結
婚
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
、
先
生
と
奥
様
に
は
感
謝
、
感
謝

の
気
持
ち
で
今
日
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

アイルランド、スコットランドを旅した際の
記念写真（本年 5月）

投稿投稿

山
梨
の
思
い
出

広
島
県　

中
村　

利
夫
（
79
歳
）

1
9
７
１（
昭
和
46
）年 

工
学
部
応
用
化
学
科
卒
業

　
母
の
実
家
が
あ
る
山
梨
の
思
い
出
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。
母
は
、
一
男
五
女
の
三
女

で
母
だ
け
東
京
へ
来
て
世
帯
を
持
っ
た
。

私
は
、
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
２
年
生

（
1
9
5
6
年
～
1
9
6
1
年
）ま
で
の
間
、

春
休
み
お
よ
び
夏
休
み
に
毎
年
山
梨
へ

行
っ
た
。
山
梨
に
は
い
と
こ
が
男
女
合
せ

て
20
人
い
て
、
当
時
、
そ
の
内
15
人
が
住

ん
で
い
た
。

◇
勝
沼（
１
）　
母
の
実
家
は
勝
沼
で
葡
萄

と
桃
の
農
園
を
営
ん
で
お
り
、
母
の
兄
が

後
を
継
い
で
い
た
。勝
沼
の
扇
状
地
一
帯
は
、

春
は
桃
の
ピ
ン
ク
の
花
、
葡
萄
の
真
っ
白

の
花
が
咲
き
、
夏
に
出
荷
が
あ
り
、
忙
し

く
働
い
て
い
た
。
母
の
実
家
の
前
に
は
柏

尾
山
が
聳
え
て
お
り
、
毎
朝
手
を
合
わ
せ

て
健
康
を
お
願
い
し
た
。
近
く
の
祝
橋
の

下
の
川
で
従
兄
弟
と
泳
い
で
遊
ん
だ
。
毎

回
川
に
行
く
度
に
毎
回
大
き
な
や
ぶ
蚊
に

悩
ま
さ
れ
た
。
お
天
神
さ
ん
の
境
内
で
従

兄
弟
と
相
撲
を
取
っ
た
。
相
撲
は
い
つ
も

私
が
勝
っ
た
。
葡
萄
や
桃
は
大
い
に
味
わ
っ

て
食
べ
た
。
夜
食
に
祖
母
が
頻
繁
に
ほ
う

と
う
を
作
っ
て
く
れ
た
。
祖
母
の
や
さ
し

さ
が
揉
み
込
ん
で
い
て
美
味
し
か
っ
た
。

◇
矢
作
　
母
の
一
番
上
の
姉
の
矢
作
へ

行
っ
た
。
近
く
に
笛
吹
川
支
流
の
川
が
あ
っ

た
。
川
で
ゴ
リ
（
か
じ
か
）
を
取
っ
た
。

投稿投稿

投稿投稿

　
私
は
石
川
県
白
山
市
の
片
田
舎
か
ら
昭

和
41
年
４
月
に
入
学
し
、
青
春
の
４
年
間

を
謳
歌
し
た
。
入
学
式
で
は
米
田
理
事
長

兼
学
長
の
歓
迎
の
祝
辞
を
聞
き
ま
し
た
が
、

そ
の
内
容
は
記
憶
に
は
な
い
。
そ
の
後
、

学
園
紛
争
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
最
小

の
単
位
数
で
無
事
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
卒
業
後
、
石
川
県
に
戻
り
民
間
企
業
を

転
々
と
し
た
が
、
就
職
し
た
企
業
の
借
入

金
の
保
証
人
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
企
業

が
倒
産
し
保
証
債
務
が
発
生
、
止
む
を
得

ず
自
己
破
産
を
選
択
し
無
一
文
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
破
産
申
し
立
て
を
依
頼
し
た

弁
護
士
か
ら
私
の
事
務
所
で
働
き
何
か
資

格
を
取
れ
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
行
政
書
士

試
験
に
合
格
、行
政
書
士
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
。
行
政
書
士
の
仲
間
に
助
け
ら
れ
令
和

６
年
に
黄
綬
褒
章
授
与
の
栄
誉
に
輝
く
こ

と
が
で
き
た
。

「
我
が
母
校
・
神
大
」

「
古ふ
る

澤さ
わ

源げ
ん

刀と
う

先
生
」

石
川
県　

的
場　

晴
次
（
79
歳
）

神
奈
川
県　

飯
田
敏
一
（
78
歳
）

１
９
７
０（
昭
和
45
）年 

法
学
部
法
律
学
科
卒
業

１
９
７
０（
昭
和
45
）年 

経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は13 頁）

卒
業
生
の

声
　
こ
れ
も
母
校
神
大
で
学
ん
だ
こ
と
が
基

盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
母
校
神
大
に

深
く
感
謝
し
た
い
。

　
昭
和
45
年
卒
業
の
私
は
、
古
澤
源
刀
先

生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
今
春

ゼ
ミ
の
先
輩
で
「
刀と

う

門も
ん

会か
い

」
会
長
の
一
戸

英
輔
さ
ま
か
ら
お
誘
い
が
あ
り
、
古
澤
家

の
菩
提
寺
「
池
上
實
相
寺
」
に
墓
参
り
を

し
て
き
ま
し
た
。
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て

50
年
。
５
月
８
日
が
先
生
の
命
日
と
お
聞

き
し
、
刀
門
会
の
会
員
４
人
で
新
緑
鮮
や

か
な
寺
に
眠
る
先
生
の
墓
前
に
線
香
を
供

え
、
手
を
合
わ
せ
て
来
ま
し
た
。
昭
和
45

年
卒
の
ゼ
ミ
の
同
僚
は
確
か
11
名
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
す
で
に
数
名
は
他
界
し
て

お
り
、
今
で
は
当
時
の
仲
間
と
会
う
機
会

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
時
に
厳
し
く
優
し
か
っ
た
先
生
は
、
専

門
の
海
上
保
険
論
を
英
文
の
難
し
い
教
科

書
を
使
っ
て
学
生
に
分
か
り
易
い
よ
う
に

指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
私
に
は
海
上

保
険
論
よ
り
学
問
に
取
り
組
む
真
摯
な
姿

勢
や
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
多
く
先
生

か
ら
学
び
ま
し
た
。

　
卒
業
が
近
く
な
る
と
先
生
は
、
ゼ
ミ
の

仲
間
一
人
ひ
と
り
を
呼
び
面
接
し
て
、
就
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ゴ
リ
は
佃
煮
に
し
て
食
べ
た
。
川
原
一
面

に
南
瓜
が
成
っ
て
お
り
、
や
は
り
夜
食
に

南
瓜
が
食
卓
に
上
が
っ
た
。
従
兄
弟
の
長

兄
は
、
日
川
高
校
の
先
生（
後
に
校
長
、
県

の
教
育
課
長
）
で
、穏
や
か
で
優
し
か
っ
た
。

い
と
こ
の
男
女
8
人
は
こ
の
従
兄
弟
の
先

生
に
数
学
を
教
わ
っ
た
。
そ
こ
の
従
姉
妹

4
人
も
何
か
と
面
倒
を
見
て
く
れ
て
嬉
し

か
っ
た
。
時
々
、
自
転
車
に
乗
っ
て
「
ふ

る
さ
と
」
の
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
遠
出

を
し
、
花
を
摘
ん
で
帰
っ
て
飾
っ
た
。

◇
一
宮
　
母
の
す
ぐ
上
の
姉
の
一
宮
へ

行
っ
た
。
一
宮
一
帯
は
桃
農
園
が
広
が
っ

て
い
て
桃
の
花
の
甘
い
香
り
が
漂
っ
て
い

た
。
夏
の
夜
に
団
扇
と
浴
内
姿
で
、
従
兄

弟
と
近
く
の
小
川
に
蛍
狩
に
行
っ
た
。
蛍

狩
は
怪
し
い
ほ
ど
美
し
く
感
じ
た
。
平
安

時
代
の
貴
族
の
時
代
背
景
が
甦
っ
て
不
思

議
な
気
持
に
な
っ
た
。
夜
は
蚊
取
線
香
を

焚
き
、
蚊
帳
を
吊
っ
て
寝
た
。
蚊
帳
を
初

め
て
見
て
そ
の
役
目
に
深
く
感
じ
入
っ
た
。

◇
勝
沼（
２
）　
母
の
一
番
下
の
妹
の
勝
沼

へ
行
っ
た
。
鶏
を
飼
っ
て
い
て
、
朝
食
に

卵
か
け
御
飯
を
食
べ
た
。
東
京
の
家
で
食

べ
る
物
と
比
べ
て
、
濃
厚
な
味
が
し
て
美

味
し
か
っ
た
。
夏
は
行
水
を
し
て
西
瓜
を

食
べ
な
が
ら
夕
涼
み
を
し
た
。
夜
食
後
に

葡
旬
と
桃
を
食
べ
な
が
ら
従
姉
妹
と
ト
ラ

ン
プ
や
カ
ル
タ
を
し
て
楽
し
ん
だ
。

◇
甲
府
　
母
の
す
ぐ
下
の
妹
の
甲
府
へ

行
っ
た
。
印
刷
業
を
営
ん
で
お
り
、
甲
斐

甲
斐
し
く
働
い
て
い
た
。 

従
兄
弟
の
次
兄

は
、
す
ぐ
家
の
前
の
甲
府
商
業
高
校
出
身

で
、
野
球
が
好
き
で
、
立
派
な
グ
ロ
ー
ブ

と
バ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
の
グ
ラ

ン
ド
で
従
兄
弟
3
人
と
野
球
を
し
て
楽
し

ん
だ
（
因
み
に
元
巨
人
の
堀
内
投
手
は
、

甲
府
商
業
高
校
出
身
）。
八
月
の
旧
盆
は
胡

瓜
で
馬
を
、
茄
子
で
牛
を
作
り
、
迎
え
火

を
焚
い
て
先
祖
を
迎
え
た
。
信
玄
餅
を
作
っ

て
糖
蜜
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
食
べ
た
。

投稿投稿

■
取
材
余
話

憂
国
の
士
／

  

三
島
由
紀
夫
先
生

の
こ
と

東
京
都　

池
辺　

茂
彦
（
86
歳
）

1
9
6
4（
昭
和
39
）年 

法
経
学
部
貿
易
学
科
卒
業

　
某
週
刊
誌
の
取
材
で
、
三
島
先
生
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
1
9
7
0
年
7
月
、

夏
の
陽
光
が
眩
し
い
伊
豆
は
川
奈
ホ
テ
ル

の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
し
た
。
先
生
は
上
半

身
裸
で
、
白
い
タ
オ
ル
を
首
に
巻
き
つ
け

た
ま
ま
の
出
で
立
ち
で
チ
ェ
ア
に
横
た
わ

り
、
我
々
取
材
陣
を
待
っ
て
い
て
下
さ
い

ま
し
た
。
鍛
え
抜
か
れ
た
上
半
身
の
筋
肉

は
〝
美
〟
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
取
材
目
的
は
、
1
カ
月
前
に
発
売
さ
れ

た
ゲ
イ
専
門
の
雑
誌
「
薔
薇
族
」（
注
①
）

の
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
で
、
純
白
の
ふ
ん
ど
し

姿
の
セ
ミ
ヌ
ー
ド
を
披
露
し
た
事
と
、

1
9
6
6
年
に
公
開
さ
れ
た
「
憂
国
」（
注

②
）
と
い
う
映
画
の
中
で
、
美
し
い
肉
体

美
を
惜
し
げ
も
な
く
晒
し
た
因
果
関
係
を

問
い
質
し
、そ
の
時
の
心
意
を
聞
く
と
い
っ

た
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。

　
驚
い
た
の
は
こ
の
取
材
を
し
て
か
ら
数

カ
月
後
の
1
9
7
0
年
11
月
25
日
で
す
。

ま
さ
に
こ
の
日
衝
撃
的
な
事
件
が
起
き
ま

し
た
。
先
生
が
数
名
の
「
楯
の
会
」
の
同

志
を
伴
い
、
市
ヶ
谷
の
自
衛
隊
駐
屯
地
に

乱
入
し
、
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
軍
服
姿
で

2
階
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
立
ち
、「
憂
国
」
に

つ
い
て
演
説
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様

子
は
日
本
中
の
テ
レ
ビ
局
が
ニ
ュ
ー
ス
で

流
し
た
の
で
、
こ
の
事
件
は
は
っ
き
り
と

目
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

　
先
生
は
演
説
を
終
え
る
と
司
令
官
の
部

屋
に
閉
じ
こ
も
り
、
昔
の
武
士
道
の
作
法

そ
の
ま
ま
に
割
腹
自
決
を
し
、
同
志
の
介

錯
で
斬
首
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
先
生
の
最
後
の
大
作
「
豊
穣

の
海
」（
注
③
）
の
第
2
部「
奔ほ

ん

馬ば

」
の
主

人
公
、
映
画
「
憂
国
」
の
主
人
公
で
あ
る

軍
人
の
死
と
あ
ま
り
に
も
似
か
よ
っ
て
お

り
、
先
生
の
死
は
予
測
で
き
た
の
で
は
…

…
と
今
に
な
っ
て
思
う
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
様
な
気
が
し
ま
す
。
私
の
シ
ョ
ッ
ク

は
暫
く
続
き
ま
し
た
。

【
注
①
】
日
本
初
の
ゲ
イ
専
門
誌
。
三
島
氏
と
親
交

が
あ
っ
た
詩
人
で
あ
る
伊
藤
大
学
氏
が
編

集
長
を
務
め
た
。

【
注
②
】三
島
由
紀
夫
が
原
作
・
脚
色
・
監
督
・
主
演
・

制
作
し
た
セ
リ
フ
な
し
の
30
分
の
モ
ノ
ク

ロ
映
画
。
2
・
26
事
件
が
背
景
で
、
仲
間

か
ら
反
乱
軍
に
誘
わ
れ
る
が
、
皮
肉
に
も

■
『
宮
陵
会
報
』（ 

No 

123
号
）
の

「
卒
業
生
の
声
」
の
投
稿
を

お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
発
行　
２
０
２
６（
令
和
８
）年
12
月
中
旬

▼
体
裁　
Ａ
４
判
、
16
ペ
ー
ジ
（
予
定
）

▼
部
数　
約
６
０
，０
０
０
部

▼
字
数　
６
０
０
字
ぐ
ら
い
。

▼
テ
ー
マ　
自
由（
一
部
手
直
し
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
送
付
先　
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

卒
業
年
・
学
科
、
連
絡
先
〈
原
稿
確
認
の

た
め
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
（
携

帯
番
号
も
）〉
を
明
記
し
、

①
郵
送
の
場
合
は
、
〒
２
２
１
‒
０
８
０
２

横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３-

17-

１

②
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

kyuryou-kohou@
kanagaw

a-u.
ac.jp

の
い
ず
れ
か
で
、
神
奈
川
大
学
宮
陵
会

「
会
報
123
号
」
係
へ

▼
締
め
切
り　
26（
令
和
８
）年
10
月
31
日（
土
）。

掲
載
分
に
は
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

上
か
ら
反
乱
の
鎮
圧
を
命
じ
ら
れ
る
主
人

公
。
国
も
友
も
裏
切
る
こ
と
が
で
き
な
い

彼
は
、
新
妻
と
最
後
に
交
わ
り
、
そ
の
後

自
決
す
る
と
い
う
物
語
。
ワ
グ
ナ
ー
の
音

楽
に
の
せ
て
、
艶
か
し
い
愛
の
交
歓
シ
ー

ン
と
リ
ア
ル
な
切
腹
シ
ー
ン
が
圧
巻
。

【
注
③
】第
2
部「
奔ほ

ん
馬ば

」
の
主
人
公
・
飯
沼
勲
は
、

財
閥
の
巨
魁
を
暗
殺
し
た
後
、
こ
れ
ま
た

割
腹
自
殺
を
図
る
。
1
9
7
0
年「
豊
穣

の
海
」
の
最
終
巻
を
出
版
社
に
入
稿
し
た

そ
の
日
に
自
衛
隊
に
突
入
し
、三
島
由
紀
夫

本
人
も
割
腹
自
殺
を
遂
げ
、
命
を
絶
っ
て

い
る
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会
）
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大学  からのお知らせ

居
場
所
を
つ
な
ぎ
、活
発
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
流
れ
を
生
み
出
す
新
た
な
拠
点

　
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
（
13
号
館
）

は
、
1
9
6
7
年
（
昭
和
42
年
）
の
竣
工

以
来
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
学
生
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
建
築
家
・
山
口

文
象
が
率
い
る
設
計
事
務
所
ア
ー
ル
・
ア

イ
・
エ
ー
に
よ
る
総
合
計
画
の
も
と
に
整

備
さ
れ
、
体
育
館
も
そ
の
中
で
誕
生
し
ま

し
た
。
大
き
く
張
り
出
し
た
水
平
の
庇
と
、

縦
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
柱
が
キ
ャ
ッ
ト

ウ
ォ
ー
ク
と
ア
リ
ー
ナ
を
支
え
る
象
徴
的

な
建
築
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
に
存
在

し
続
け
て
い
ま
す
。

　
屋
根
全
面
葺
き
替
え
（
1
9
8
3
年
）、

耐
震
補
強
工
事
（
1
9
9
8
年
）
も
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
竣
工
か
ら
58
年
が
経
過

し
老
朽
化
が
進
む
中
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
未

設
置
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
不

足
、
夏
季
の
猛
暑
環
境
下
に
お
け
る
空
調

未
整
備
な
ど
、
現
代
の
大
学
施
設
と
し
て

求
め
ら
れ
る
機
能
面
で
の
課
題
が
顕
在
化

し
て
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
新
総
合
計

画
の
一
環
に
お
い
て
2
0
2
3
年
4
月
に

改
修
設
計
者
選
定
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実

施
。当
初
設
計
を
手
が
け
た
ア
ー
ル
・
ア
イ
・

エ
ー
を
起
用
、
同
年
7
月
か
ら
約
8
カ
月

で
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
改
修
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
教

職
員
で
構
成
さ
れ
る
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

施
設
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
中
心
に
、

施
設
利
用
や
導
線
、
競
技
環
境
、
学
生
の

居
場
所
づ
く
り
等
に
つ
い
て
学
内
で
継
続

的
な
議
論
を
重
ね
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま

し
た
。
こ
う
し
た
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

「
J
I
N
D
A
I 

S
T
R
E
A
M
」
を
設

計
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
施
設
の
機
能
向
上

に
加
え
、
学
生
が
主
体
的
に
集
い
活
動
を

発
信
で
き
る
場
へ
の
転
換
。
改
修
に
お
い

て
特
に
重
視
し
た
の
は
、
建
物
内
外
の

「
つ
な
が
り
」
と
多
様
な
学
生
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
「
居
場
所
」
の
創
出
で
す
。

施
設
正
面
は
立
ち
寄
り
や
す
い
場
を
備
え

た
新
た
な
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
し
て
整
備
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
に
よ
り
各
階
へ
ア
ク

セ
ス
で
き
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

　
1
階
廊
下
は
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
研
究
活
動
が
う
か
が
え
る
「
ア

ク
テ
ィ
ブ
ス
ト
リ
ー
ト
」
と
、
学
生
が
自

由
に
利
用
で
き
る
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン

ズ
」を
新
設
。
連
続
す
る
西
側
外
部
に
「
ア

ス
リ
ー
ト
テ
ラ
ス
」
を
整
備
、
屋
内
外
の

動
線
を
つ
な
ぎ
回
遊
性
と
一
体
感
を
高
め

て
い
ま
す
。

　
2
階
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
放
射
式
冷
暖
房

を
採
用
。
風
の
影
響
を
受
け
や
す
い
競
技

に
も
配
慮
し
ま
し
た
。
床
は
二
重
床
構
造

と
し
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
か
ら
競
技
用
弾
性

長
尺
シ
ー
ト
へ
更
新
。

　
3
階
観
覧
席
は
、
座
席
を
撤
去
し

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ン
ズ
／
観
覧
席
」
と

し
て
、
観
る
だ
け
で
な
く
多
様
な
活
動
の

居
場
所
へ
と
転
換
し
て
い
ま
す
。

　
放
射
空
調
や
気
流
制
御
、
L
o
w
¦
E 

複
層
ガ
ラ
ス
採
用
、
外
皮
断
熱
性
能
強
化
、

ア
リ
ー
ナ
の
調
光
制
御
と
昼
光
利
用
、
全

照
明
L
E
D
化
、
人
感
セ
ン
サ
ー
導
入
等

に
よ
り
、
年
間
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
61
％
削
減
、
Z※
E
B 

R
e
a
d
y
を
取

得
し
て
い
ま
す
。
色
彩
は
、
グ
レ
ー
を
基

調
に
プ
ラ
ウ
ド
ブ
ル
ー
を
ア
ク
セ
ン
ト
と

し
、
落
ち
着
き
と
活
気
の
両
立
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
サ
イ
ン
計
画
は
、
視
認
性

に
配
慮
し
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
よ
り
、
目

的
地
へ
迷
わ
ず
到
達
で
き
る
環
境
を
整
備

し
ま
し
た
。

　
2
0
2
5
年
７
月
に
着
工
し
2
0
2
6 

年
３
月
に
竣
工
。
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、

学
生
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
継
承

し
な
が
ら
、
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

学
び
と
交
流
の
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
体
育
館
が
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
学

生
が
集
い
、
活
動
が
生
ま
れ
る
拠
点
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※ ZEB Ready（ゼブ・レディ）とは、断熱や設備等の工夫で、標準的な建物より年間エネルギー使用量を 50％以上を削減している建築物。

　
　
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館（
13
号
館
）改
修
工
事 

竣
工
　
　

エントランスエントランス

アリーナアリーナ

ドライエリアドライエリア

アクティブアクティブ
ストリートストリート

after

after

after

after

beforebefore

beforebefore

beforebefore

beforebefore
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ご
存
知

ご
存
知
で
す
か

で
す
か

神奈川大学箱根保養所神奈川大学箱根保養所をを
ご
存
知

ご
存
知
で
す
か

で
す
か

神奈川大学箱根保養所神奈川大学箱根保養所をを

　

卒
業
生
同
士
や
ご
家
族
と
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

料
理
の
評
判
も
良
く
、
部
屋
も
広
く
、
し
か
も
温
泉
で
す
。

　

近
所
に
は
箱
根
を
代
表
す
る
多
く
の
観
光
施
設
や

ゴ
ル
フ
場
、
素
晴
ら
し
い
富
士

山
の
眺
望
が
楽
し
め
る
金
時
山

（
き
ん
と
き・や
ま
、標
高
１
、２
１
２
㍍
）
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〒 250-0631 神奈川県足柄下郡箱根町大字仙石原 1104-1
電話 0460-84-9611、ファックス0460-84-9612
URL.www.j indai-hakone.com 

▼バス利用の場合　
JRまたは小田急線・小田原駅から仙石経由湖尻行き

「仙石」停留所下車、徒歩 10 分。（約1時間）

▼車利用の場合
東名高速道路　御殿場 IC ～国道 138 号線～神奈川大学
箱根保養所。（約 30 分）
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神奈川大学 箱根保養所

 ◆ご宿泊料金 １泊２食付（税込／入湯税込） 平日料金 休 前 日
繁 忙 期

宮陵会員及び同伴者

大人
（中学生以上） ￥8,400 ￥9,500

子供
（小学生） ￥3,300 ￥3,575



第32回神奈川大学
ホームカミングデー開催の
お知らせ

2026年10月18日（日）
11時00分開始予定　受付10時30分開始予定　
会場 ： 神奈川大学横浜キャンパス

ご家族と一緒に、
母校へおかえりなさい

16

大学  からのお知らせ

昨年の実施の様子、
Giving Campaign 2025

住所やメールアドレスに
変更はありませんか

必ず登録
してください！JINDAI Alumni MY ページでは、大学に登録されている住所や連絡先を

確認し、変更することができます。
ホームカミングデー招待状発送をはじめ、各種案内を確実にお届けする
ため、初めての方は MY ページへの登録を、登録済みの方は登録内容の
確認をお願いします。
住所やメールアドレス等に変更がある場合は、MY ページから更新して
ください。

？

開催期間 2026年10月16日（金）から
25日（日）まで

学生団体による体験企画など、ご家族で楽しめる
イベントを多数実施。卒業生の皆さまとご家族に楽し
んでいただけるプログラムを予定しています。対象年
次の卒業生は、ご家族と一緒にご参加いただけます。

招待者
卒業生ほか関係者　　
卒業後50年 － 1976（昭和51）年 3月卒
卒業後40年 － 1986（昭和61）年 3月卒
卒業後30年 － 1996（平成  8）年 3月・9月卒
卒業後20年 － 2006（平成18）年 3月・9月卒
卒業後10年以内
 － 2016（平成28）～2026（令和8）年3月卒

投票や寄付で神大生の課外活動を応援

「Giving Campaign 2026」
を開催

詳細は2026年9月以降、
神奈川大学公式
ホームページ等で
ご案内します。

　神奈川大学は 2026 年 10 月 16 日〜 25 日の
10 日間、学生の夢を応援するオンラインチャリ
ティーイベント『Giving Campaign』を開催！
　全国 100 以上の大学と合同で行われるこの
熱いイベントでは、学生たちが未来への夢を 
SNS 等で発信。皆さまの「応援投票」の数に応
じて企業からの支援金が学生団体へ届くほか、
メッセージや直接の寄付で彼らを推すことがで
きます！
　卒業生の皆さま、熱い想いで輝く神大生の

「ファン」になりませんか？あなたの一票が学生
の未来を変える大きな力になります！温かい応
援をお待ちしています！

招待対象年次の卒業生には、
はがきまたはメールで招待状を送付します。


